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近況報告 

■ＦＶＩ総会・役員会 

支援者の皆様こんにちは。いつも温かいお祈りとご支援をありがとうございます。 

8 月 29 日に、本郷台キリスト教会で、「ＦＶＩ総会・役員会」が開催されました。1年前には本当に何

もなく、活動はもとより「自分たちが生活していけるのか？」というような状態でしたが、今回の総会

で、おおよそ 1 年間に進むはずの距離をはるかに超えて、神様が私たちを導いてきてくださったことを

再確認し、主を畏れる想いにさせられました。また北は秋田から南は沖縄まで、全国各地から（カタリ

スト 3名を除く）14名が忙しい中時間を割いて参加してくださり、「これは私たちの働き」というオーナ

ーシップを持って働きの前進を喜び、祈り、働きの未来について真剣に考えてくださっている姿を見、

本当にありがたいことだと思わされました。「わがたましいよ、主をほめたたえよ。主の良くしてくださ

ったことを、何一つ忘れるな。」（詩篇 103 篇 2 節） 

■神学教育 

9 月 2日から、東京基督教大学で、「日本基督教史」の授業を聴講し始めました。「日本、世界のキリス

トの身体である教会」に仕えることが、私の使命のひとつであることから、人生のどこかで体系的に聖

書を学びたいと願ってきました。仕事をしながらの勉強は制限もあり時間の捻出も難しいと感じること

もありますが、その分非常に充実した学びをさせていただいています。加えて来年からは、William Carey 

International University で Master of Arts のオンラインコースを受講する予定です。生涯人から学

び続ける者でありたいという願いの、第一歩を踏み出した思いです。この学びを通して私がキリストに

ある僕として整えられ、他の人々を益するものとされていきますようお祈りください。 

■婚約のご報告 

私事ではありますが、このたび武蔵野福音自由教会の教会員で幼稚園教諭の牧純子さんと婚約いたし

ました。婚約式は 11月６日を予定しており、来年 5月上旬に東京で挙式する準備をしています。私たち

が神の栄光を現すような夫婦、家族を築いていくことが出来るように、結婚までの一つ一つの準備が守

られ神に導かれるようにお祈り下さると幸いです 

支援者の皆様へ 

陣内俊 Prayer Letter 



2 

 

 

奉仕と活動（8 月後半～9 月） 

 皆様の祈りに支えられ以下の場所で奉仕させていただきました。関係した方々に感謝いたします。 

月日               内容                       場所 

8 月 29 日          ＦＶＩ総会・役員会              本郷台キリスト教会（横浜） 

9 月 6～8 日        ＦＶＩリトリート               群馬県嬬恋村 

9 月 10 日         スチュワードシップバザーで活動報告      高座教会（神奈川県） 

9 月 11～15 日       震災支援活動                福島県 

9 月 26～29 日       震災支援活動                福島県 

継続的に          全人宣教フォロアップと励まし         練馬など国内各地 

 

■2011 年秋から冬の予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

■福島県の状況 

 7 月末の「福島未来会議」以降、9 月の前半と後半の二回福島を訪問させてい

ただき、主に会議に参加された教会を訪問させていただきました。震災から 6 か

月が経ち、避難所が閉鎖され、ニーズが変化してきていることを感じます。また

同じ福島県内でも年ごとのニーズが違ってきています。人口 30 万人の福島市は

今回特に印象的でした。市内には飯館村と同程度の放射線量を示す「ホットスポ

ット」と呼ばれる地域があるのにもかかわらず、国からは何の支持もガイダンス

もないため、住民は絶え間ない不安にさいなまれています。未来会議をひとつの

契機として、市内の教会がネットワークを立ち上げ「仮設住宅訪問」「放射能除

染」「県外産野菜の配達」「母子の週末非難」の 4 部門で市内の方々のニーズに応

答していく方針を固めていました。ＦＶＩは今後も地域の方々に仕えている教会

に寄り添い支援を続けていきます。お祈りください。 

 

 

横田義弥・知子（豊島区在住 牧師） 

横田牧師は、現在私が集っている教会「練馬グレースチャペル」の主任牧師です。 

 横田師と私の出会いは 15 年前にさかのぼります。私が岡山県倉敷市の高校を卒業後、帯広畜産大学に

活 動 報 告 

9 月 10 月 11 月 

ＦＶＩ総会・役員会

8月 29 日 

 

福島での支援活動 

9 月 10～15 日 

四日市・愛知県で奉仕

9月 30～10 月 2 日 

 

北海道（札幌など） 

10 月 17～26 日 

 

【ＦＶＩ事務】決算／ＨＰ／ＮＬ発送等 

12 月 

紹介したいチームメイト 

福島での支援活動 

9 月 26～29 日 

高座教会セミナー 

11 月 5 日 

 

福島での支援活動 

11 月 14～17 日 

 

沖縄巡回  

11 月 19～12 月 5 日 

 

福島県磐梯山からの展望 
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入学したのは 1996 年 4 月のことでした。その 1 か月前の 3 月、

横田師は帯広での「酪農武者修行」にピリオドを打ち、牧師にな

るために東京基督教大学に入学が決定し、千葉県に引っ越しまし

た。私と横田師は「ニアミス」で入れ違いました。私が洗礼を受

けた帯広キリスト福音教会で、私は中高生のミニストリーや教会

学校の奉仕を鈴木光利氏とともにさせていただくようになりま

した。この鈴木夫妻は横田師の親友でもあったため、鈴木氏から

「横田くん」の名前は何度も聞いていました。「こんな面白い友達がいる」と。初めて本人に会ったのは

私が大学 5年目になった 2001 年に横田師が帯広に遊びに来たときでした。当時、弟の了が東京の大学に

行っていたため、その翌年練馬グレースチャペルで副牧師をしていた横田師を了に紹介しました。 

 それから 2年後の 2003 年、弟の了は横田師を通して神を信じるようになり、洗礼の恵みにあずかりま

した。また弟夫妻の結婚式は、二人を神様に導いた横田師の司式のもと行われました。その時私は愛知

県で獣医師の仕事をしており、集っていた教会ＩＣＢＣで若者の働きや聞き屋ボランティアを行ってい

ました。ＩＣＢＣと練馬グレースチャペルは「ＪＣＭＮ 日本セル教会ネットワーク」の交わりを通し

て近しい関係にあり、お互いに学び合うことも多くありました。 

 2008 年に私が現在の働きに「転職」し、インド、エチオピアなどの海外で多くの時間を過ごした後、

東京の練馬に部屋を借り住むようになって、当然のようにして私は練馬グレースチャペルに集うように

なりました。現在私がＦＶＩの働きをしながら自分の足元で「全人宣教」を実践することが出来ている

のは横田師と練馬グレースチャペルの全面的なサポートなしにあり得ません。日本の言葉で言うならば

「縁」、聖書の言葉で言うと「神の導き」によって、私と横田師の人生は不思議に絡みあっていることを

感じます。このような「信仰にある兄」を持つことが出来ることは大きな恵みです。 

 現在横田師は、ＦＶＩの働き、および「チーム江古田」の働きをサポートしてくれているだけではな

く、私と婚約者の交際と結婚への備えを導く夫婦でのメンタリングを引き受けてくださり、非常に助け

られています。横田夫妻は私にとって「このように人と神様に仕える」ということにおけるロールモデ

ルとなっています。私が横田師から学んでいることは数多くありますが、そのいくつかを挙げたいと思

います。 

・「キリストの愛は紐付きでない」街を愛し、与える姿勢。 

・忙しい牧師の働きの中、「出て行ってまだイエス様を知らない人々と時間を過ごすこと」を高い優先に

置き続ける、「伝道するライフスタイル」のロールモデル。 

・夫婦で同じ目的に献身しているチームワーク。 

・自分の能力に頼るのではなく、徹底して神に頼る祈りの生活。 

・「仕えるリーダー」として人々を導く実践と神学におけるバラン

ス感覚。 

 横田師は練馬グレースチャペルの主任牧師として教会を導き、

「江古田の牧者」として街の人々に仕え、さらには 3 月以降東北

での被災地支援にも非常に多くの犠牲を払っています。横田夫妻

の健康が支えられ、知恵と力が与えられ、すべての必要が豊かに

備えられ、私を含む多くの仲間たちと共に神の国のために貢献し

ていくことが出来るようお祈りいただければ幸いです。 

 

基督聖協団練馬教会 
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◇福島県における中長期の支援活動を、神様がご自身の御国拡大のために用いてくださるように。 

◇カタリスト 3 名、準スタッフ 2 名に加え正会員、役員、ボランティアの方々など「ＦＶＩチーム」のチーム

ワークのため。互いに学び、助け合い神の国のために強みを持ち寄りシナジーが生み出されるように。 

◇結婚の準備、聖書の学び、ＦＶＩの働き、練馬での地域奉仕など、ひとつひとつのことを神の御心に聴き従

い「今日、なすべきことを」に集中して確実に行っていくことが出来るように。また必要な助けや出会いが与

えられるように。 

 

 

月日               内容                       場所 

10 月 2 日           ICBC にて奉仕              愛知県蒲郡市 

10 月 17～25 日        全人宣教フォロアップなど        札幌市 

11 月 5 日           隣人を愛する習慣作りセミナー第二回   カンバーランド長老高座教会（大和市） 

11 月 25 日～12 月 5 日     全人宣教フォロアップなど        沖縄県各地 

断続的に           中・長期の震災支援活動         福島県各地 

随時継続的に          国内啓発活動およびフォロアップ         国内各地 

 

 

〒443－0013 愛知県蒲郡市大塚町伊賀久保 100-2 国際クリスチャンバプテスト教会内 「陣内俊を支える会」 

Email shun@karashi.net  ブログ URL：http://ameblo.jp/shunjinnai-kingdomcome/ 

 

 

 私の活動は、支援者の皆様の善意の支援献金によって支えられています。経済的支援にご協力くださる方は、

お手数ですが以下のいずれかの方法で口座にお振込ください。 

 

 

 

 

 

 

＊ブログから Prayer Letter をダウンロードくださった方で、振込用紙をご入り用の方、ゆうちょ口座からの

自動引き落としを利用されたい方はお知らせください。振込用紙、ご案内を送らせていただきます。 

＊2 カ月に一度、プレヤーレターに 2 枚（2 か月分）お送りさせていただく振替口座の振込用紙（赤色・手数

料当方負担）を同封させていただきますが、振込用紙は決してご支援を催促するものではありません。お振

込くださるときにご利用ください。 

＊Prayer Letter の購読、自動引き落としを停止されたい方、またはお届け先の住所に変更がある方は、お手

数ですが、上記連絡先のいずれかにご連絡ください。 

祈りの課題 

今後の予定 

連 絡 先 

支援のための献金方法 

■ゆうちょ銀行口座番号 12110-91889141 名義：「陣内俊を支える会」 

■他行からの振込    店名（店番）：〇八九（ゼロハチキュウ）（089）預金種目：当座 

口座番号：0142825 「陣内俊を支える会」 

■郵貯振替口座番号   00830-1-142825 名義：「陣内俊を支える会」 

（同封の振込用紙がご利用いただけます。） 

 

 

 


